
◯　市長部局等
１　行政職給料表
等級 内訳

(人) (％) 職名 (人) (人) (％) 段階
１級 179 8.3 定型的な業務を行う職務 係員 179 係員級

計 179
２級 171 7.9 高度の知識又は経験を必要とする業務を行う職務 係員 171 係員級

計 171
３級 518 24.0 (１)　係長及び主査の職務 係長 1 係長級

主査 87
(２)　主任の職務 主任 430 主任級

計 518
４級 914 42.4 (１)　課長補佐の職務 課長補佐 55 課長補佐級

副支所長 3
副館長 2
副所長 4
副園長 0
副主幹 4
署長補佐 9

(２)　困難な業務を所掌する係長及び主査の職務 係長 37 係長級
主査 502
第２種施設の長 9
副長 10

(３)　困難な業務を処理する主任の職務 主任 279 主任級
計 914

５級 130 6.0 困難な業務を所掌する課長補佐の職務 課長補佐 89 課長補佐級

副支所長 2
副館長 4
副所長 7
副園長 1
副主幹 9
署長補佐 18

計 130
６級 66 3.1 課長及び主幹の職務 課長 10 課長級

第１種施設の長 1
選挙管理委員会事務局次長 0
署長 0
副署長 6
担当課長 4
主幹 45

計 66
７級 122 5.7 (１)　部次長の職務 次長 18 部次長級

消防次長 2
会計管理者 0

(２)　困難な業務を所掌する課長及び主幹の職務 課長 43 課長級
第１種施設の長 14
選挙管理委員会事務局次長 1
農業委員会事務局次長 1
署長 3
副署長 3
担当課長 7
主幹 30

計 122
８級 57 2.6 (１)　部長の職務 部長 19 部長級

消防長 1
議会事務局長 1
監査事務局長 1
選挙管理委員会事務局長 1
農業委員会事務局長 1
担当部長 10

(２)　困難な業務を所掌する部次長の職務 会計管理者 1 部次長級
次長 21
消防次長 1

計 57
９級 0 0.0 困難な業務を所掌する部長の職務 部長 0 部長級

計 0
合計 2,157 100.0 2,157 100.0

※　第１種施設とは，旭川大雪圏東京事務所，各支所，子ども総合相談センター，愛育センター，クリーンセンター，工芸センター，旭山動物園，農業センター，
　土木事業所，動物愛護センター，食肉衛生検査所，中央図書館，科学館及び博物館をいいます。
※　第２種施設とは，消費生活センター，計量検査所，東部まちづくりセンター，各保育所，廃棄物処分場，近文清掃工場，近文リサイクルプラザ，
　工業技術センター，東旭川学校給食センター，市民文化会館，大雪クリスタルホール，彫刻美術館，各公民館及び各図書館（中央図書館を除く。）をいいます。

※　旭川市職員の給与に関する条例（昭和２６年条例第２号）第３条第１項第１号に掲げる行政職給料表が適用される職員全員(暫定再任用短時間勤務職員を除く。)

  を対象としています。
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２　医療職給料表

(人) (％) 職名 (人) (人) (％) 段階

医師及び歯科医師の職務 主幹 0 課長級

計 0

次長及び公衆衛生総括主幹の職務 保健所次長 1 次長級

計 1

保健所長及び公衆衛生監の職務 保健所長 1 部長級

計 1

合計 2 100.0 2 100.0

※　旭川市職員の給与に関する条例（昭和２６年条例第２号）第３条第１項第２号に掲げる医療職給料表が適用される職員全員を対象としています。

３　医事職給料表

(人) (％) 職名 (人) (人) (％) 段階

診療放射線技師，臨床検査技師，栄養士，理学療法
士，作業療法士，言語聴覚士及び歯科衛生士（以下こ
の表において「診療放射線技師等」という。）の職務

係員 0 係員級

計 0

(1)　薬剤師の職務
(2)　獣医師の職務
(3)　高度の技術又は経験を必要とする診療放射線
　 技師等の職務

係員 7 係員級 35 51.5
主
任
級

計 7

主任の職務 主任 11 主任級

計 11

(１)　係長及び主査の職務 係長 1 係長級

主査 3

(２)　困難な業務を処理する主任の職務 主任 20 主任級

計 24

(１) 課長補佐の職務 課長補佐 2 課長補佐級

副園長 0

副所長 0

(２) 困難な業務を所掌する係長及び主査の職務 係長 3 係長級

第２種施設の長 0

主査 12

※ 主任 4 主任級

計 21

課長及び主幹の職務 課長 0 課長級

主幹 2

第１種施設の長 0

計 2

(１)　部長の職務 部長 0 部長級

(２） 部次長の職務 次長 0 部次長級

(３)　困難な業務を所掌する課長及び主幹の職務 課長 1 課長級

第１種施設の長 2

計 3

困難な事務を所掌する部長の職務 部長 0 部長級

計 0

合計 68 100.0 68 100.0

※　５級の内訳にある主任については，経過的に残っているもの。（平成２８年度をもって主任級の５級への昇格制度廃止）
※　第１種施設については，行政職給料表の項を参照してください。
※　第２種施設については，行政職給料表の項を参照してください。
※　旭川市職員の給与に関する条例（昭和２６年条例第２号）第３条第１項第３号に掲げる医事職給料表が適用される職員全員(暫定再任用短時間勤務職員を除く。)

　を対象としています。
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４　保健看護職給料表

(人) (％) 職名 (人) (人) (％) 段階

准看護師の職務 係員 0 係員級

計 0

(1)　保健師，助産師及び看護師の職務
(2)　高度の技術又は経験を必要とする准看護師の
　 職務

係員 7 係員級

計 7

主任の職務 主任 4 主任級

計 4

(１)　係長及び主査の職務 係長 0 係長級

主査 3

(２)　困難な業務を処理する主任の職務 主任 15 主任級

計 18

(１) 課長補佐の職務 課長補佐 4 課長補佐級

(２) 困難な業務を所掌する係長及び主査の職務 係長 1 係長級

主査 19

※ 主任 1 主任級

計 25

（１）次長の職務 次長 0 次長級

（２）課長及び主幹の職務 課長 2 課長級

主幹 2

担当課長 1

計 5

合計 59 100.0 59 100.0

※　５級の内訳にある主任については，経過的に残っているもの。（平成２８年度をもって主任級の５級への昇格制度廃止）
※　旭川市職員の給与に関する条例（昭和２６年条例第２号）第３条第１項第４号に掲げる保健看護職給料表が適用される職員全員(暫定再任用短時間勤務職員を除く。)

　を対象としています。
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◯　市立旭川病院
１　企業職員行政職給料表

(人) (％) 職名 (人) (人) (％) 段階

定型的な業務を行う職務 係員 3 係員級

計 3

高度の知識又は経験を必要とする業務を行う職務 係員 6 係員級

計 6

(１)　係長及び主査の職務 係長 0 係長級

主査 3

(２)　主任の職務 主任 11 主任級

計 14

(１)　副主幹及び課長補佐の職務 課長補佐 0 課長補佐級

(２)　困難な業務を所掌する係長及び主査の職務 係長 3 係長級

主査 16

(３)　困難な業務を処理する主任の職務 主任 1 主任級

計 20

困難な業務を所掌する副主幹及び課長補佐の職務 課長補佐 1 課長補佐級

計 1

課長及び主幹の職務 課長 0 課長級

主幹 2

計 2

(１)　部次長の職務 次長 0 部次長級

(２)　困難な業務を所掌する課長及び主幹の職務 課長 2 課長級

主幹 0

計 2

(１)　市立病院事務局長及び部長の職務 市立病院事務局長 1 部長級

部長 1

(２)　困難な業務を所掌する部次長の職務 次長 0 部次長級

計 2

困難な業務を所掌する市立病院事務局長及び部長の職務 部長 0 部長級

計 0

合計 50 100.0 50 100.0

※　旭川市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例（昭和３９年条例第４９号）第４条第１項第１号に掲げる企業職員行政職給料表が適用される
　職員のうち，市立旭川病院企業職員(暫定再任用短時間勤務職員を除く。)を対象としています。

２　企業職員医療職給料表

(人) (％) 職名 (人) (人) (％) 段階

医師及び歯科医師の職務 医員 12 係員級 12 16.9
係
員
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計 12

計 23

診療部長 29 課長補佐級

院長 1 部長級

副院長 3

統括診療部長 3

計 36

合計 71 100.0 71 100.0

※　旭川市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例（昭和３９年条例第４９号）第４条第１項第２号に掲げる企業職員医療職給料表が適用される
　職員（暫定再任用短時間勤務職員を除く。)を対象としています。
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３　企業職員医事職給料表

(人) (％) 職名 (人) (人) (％) 段階
診療エックス線技師，臨床工学技士，視能訓練士，あん摩マッサー
ジ指圧師，はり師，きゅう師，診療放射線技師，臨床検査技師，栄
養士，理学療法士，作業療法士，言語聴覚士及び歯科衛生士（以
下この表において「診療放射線技師等」という。）の職務

係員 4 係員級

計 4

(1)　薬剤師の職務
(2)　獣医師の職務
(3)　高度の技術又は経験を必要とする診療放射線
　 技師等の職務

係員 10 係員級

計 10

主任の職務 主任 21 主任級

計 21
(１)　係長及び主査の職務 係長 0 係長級

主査 10
(２)　困難な業務を処理する主任の職務 主任 16 主任級

計 26
(１) 副薬剤師長，副技師長，副技士長，課長補佐の職務 副薬剤師長 3 課長補佐級

副技師長 5
副技士長 3

(２) 困難な業務を所掌する係長及び主査の職務 主査 13 係長級
※ 主任 0 主任級

計 24
薬剤師長，技師長，技士長，課長及び主幹の職務 薬剤師長 0 課長級

技師長 2
技士長 1

計 3
(１)　薬剤科長及び部長の職務 薬剤科長 1 部長級
(２） 薬剤科次長及び部次長の職務 次長 0 部次長級

薬剤師長 1 課長級
技士長 1

計 3
困難な事務を所掌する薬剤科長及び部長の職務 薬剤科長 0 部長級

計 0
合計 91 100.0 91 100.0

※　５級の内訳にある主任については，経過的に残っているもの。（平成２８年度をもって主任級の５級への昇格制度廃止）
※　旭川市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例（昭和３９年条例第４９号）第４条第１項第３号に掲げる企業職員医事職給料表が適用される
　職員(暫定再任用短時間勤務職員を除く。)を対象としています。

４　企業職員保健看護職給料表

(人) (％) 職名 (人) (人) (％) 段階
准看護師の職務 係員 7 係員級

計 7
(1)　保健師，助産師及び看護師の職務
(2)　高度の技術又は経験を必要とする准看護師の
　 職務

係員 79 係員級

計 79

主任の職務 主任 82 主任級

計 82

(１)　看護師長，係長及び主査の職務 看護師長 0 係長級
主査 9

(２)　困難な業務を処理する主任の職務 主任 112 主任級
計 121

(１) 副主幹及び課長補佐の職務 課長補佐 1 課長補佐級

副主幹 10

(２) 困難な業務を所掌する看護師長，係長及び主査 看護師長 4 係長級

　の職務 主査 31
※ 主任 25 主任級

計 71

(１) 次長の職務 次長 1 次長級

(２) 課長及び主幹の職務 主幹 3 課長級

計 4

合計 364 100.0 364 100.0

※　５級の内訳にある主任については，経過的に残っているもの。（平成２８年度をもって主任級の５級への昇格制度廃止）
※　旭川市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例（昭和３９年条例第４９号）第４条第１項第４号に掲げる企業職員保健看護職給料表が適用さ
　れる職員(暫定再任用短時間勤務職員を除く。)を対象としています。
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等級別基準職務表に規定する基準となる職務
内訳

職制上の段階



◯　水道局
　企業職員行政職給料表

(人) (％) 職名 (人) (人) (％) 段階

定型的な業務を行う職務 係員 17 係員級

計 17

高度の知識又は経験を必要とする業務を行う職務 係員 19 係員級

計 19

(１)　係長，場長及び主査の職務 主査 1 係長級

(２)　主任の職務 主任 27 主任級

計 28

(１)　課長補佐，副所長及び副主幹の職務 課長補佐 4 課長補佐級

(２)　困難な業務を所掌する係長，場長及び主査の職務 係長 8 係長級

主査 42

場長 2

(３)　困難な業務を処理する主任の職務 主任 14 主任級

計 70

困難な業務を所掌する課長補佐，副所長及び副主幹の職務 課長補佐 5 課長補佐級

副所長 1

計 6

課長，所長，担当課長及び主幹の職務 課長 1 課長級

所長 1

主幹 1

計 3

(１)　部次長の職務 次長 2 部次長級

(２)　困難な業務を所掌する課長，所長，担当課長及び主幹の職務 課長 4 課長級

所長 0

担当課長 0

主幹 2

計 8

(１)　部長の職務 部長 1 部長級

(２)　困難な業務を所掌する部次長の職務 次長 1 部次長級

計 2

困難な業務を所掌する部長の職務 部長 0 部長級

計 0

合計 153 100.0 153 100.0

※　旭川市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例（昭和３９年条例第４９号）第４条第１項第１号に掲げる企業職員行政職給料表が適用される
　職員のうち，旭川市水道局企業職員(暫定再任用短時間勤務職員を除く。)を対象としています。

1 0.7
部
長
級

3 2.0

部
次
長
級

9 5.9
課
長
級

９級 0 0.0

8 5.2

８級 2 1.3

５級 6 3.9

６級 3 2.0

７級

41 26.8
主
任
級

４級 70 45.8
53 34.6

係
長
級

10 6.5

課
長
補
佐
級

３級 28 18.3

１級 17 11.1

36 23.5

等級
合計

等級別基準職務表に規定する基準となる職務
内訳

職制上の段階
職制上の段階ごとの職員数

係
員
級２級 19 12.4


